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四
匁
六
周
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軍
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荷
量
罰
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耳
可
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毎
月
一
回
-
図
書
行

一

泊

珊

華

麗

一
欧
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に
於
け
る
日
本
事
研
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て
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築
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支
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済
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昌
太
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統
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論
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-
・
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工
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博

士

喜
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源

逸

閉

山

内

九

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
賓
の
特
性
;
:
-
:
純
一
向
車
士
西
藤
雅
夫

企

業

結

合

?

と
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部

節

約

:

・

・

純

一

主

主

田

杉

競

向

調

#

伺

一
追
放
皐
者
の
観
た
る
ナ
チ
ス
の
経
済
理
論
・
経
済
畢
士
中
川
典
之
助

ヴ
ア
イ
ナ
!
の
園
際
貿
易
論
研
究
・
・
・
総
済
畢
士
松
井
清

リ
カ
ア
ド
ウ
の
話
替
論
と
購
買
力
平
憤
読
:
:
:
経
済
事
士
有
井
治

リ

l
フ
マ
ン
の
問
屋
制
度
論
・
:
:
:
:
純
一
主
主
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江
英
一

附
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新
着
外
園
経
済
雑
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題
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支

那

農

業

の

片

旦~
示ノ

(
上
)

員オ

部

静

行当

「
秋
の
大
原
へ
)
と
は
客
秋
鞍
馬
裳
ケ
畑
パ
ス
か
京
都
市
電
車
内
に
庚
台
せ
る
所
友
り
、

乙
は
京
都
市
郊
外
の
大
原
が
行
端
末
の
一
景

勝
た
る
が
た
め
な
り
圭
断
も
.
秋
の
太
町
へ
と
改
め
て
冥
恕
を
新
た
に
す
ゐ
も
時
を
仰
げ
た
む
と
す
ぺ
し
、

a-41

〆

μ〕
T
h

、伊
ζ
~↓巾

2
3
u
"、LM
V占

立川

L
イ
イ
ヲ

r
h怯叩
H
d
申
書L

借
る
限
り
皇
軍
急
進
の
慨
を
履
み
バ
ス
を
右
支
那
本
部
北
西
の
一
古
都
へ
も
掘
り
得
ぺ
け
れ
ば
な
り
、
否
寧
ろ
皇
軍
の
武
威
南
北
支

那
を
通
じ
大
に
揚
れ
る
と
共
に
多
大
の
犠
牲
も
梯
は
れ
た
る
今
日
、

一
般
邦
人
と
し
て
は
支
那
文
化
特
に
そ
の
経
済
生
活
に
闘
す
る

宏
汎
叉
磁
貫
-
な
る
川
崎
解
と
西
洋
文
化
と
の
之
が
比
校
に
関
心
す
る
こ
と
一
唐
深
き
の
妥
あ
る
を
想
は
や
ん
ば
あ
ら
や
、
抗
中
支
那
の

農
業
は
数
十
世
紀
来
の
奮
態
を
株
守
し
て
幼
稚
な
り
、

そ
の
農
民
は
彩
し
き
も
通
じ
て
貧
困
左
り
と
は
、
多
年
欧
米
の
皮
忽
的
論
客

に
よ
り
軽
侮
さ
れ
来
り
し
所
友
る
も
、
現
世
紀
に
入
り
て
よ
り
専
門
的
現
地
調
俊
及
研
究
加
へ
ら
る
る
に
従
ひ
、
諸
地
方
の
真
相
漸

次
明
か
に
せ
ら
る
る
と
共
に
公
卒
の
評
論
に
還
ら
ん
と
す
る
の
風
潮
は
窺
は
る
、
農
業
の
支
那
は
働
く
人
に
て
交
て
り
、
そ
の
風
光

は
何
庭
に
で
も
利
用
の
一
面
を
示
し
、
注
意
は
惜
し
気
な
く
食
及
衣
料
の
製
出
に
注
が
る
る
を
穎
現
す
、
耕
作
さ
れ
た
る
七
地
は
殆

ん
ど
一
切
を
通
じ
人
の
直
接
利
用
を
目
的
と
し
て
培
養
せ
る
作
物
に
嘗
て
ら
る
、
養
斉
農
業
振
は
ざ
る
が
た
め
に
農
場
又
は
乾
草
仕

立
地
は
存
せ
守
、
果
樹
園
及
森
林
地
百
四
は
多
少
の
丘
陵
側
面
に
あ
る
も
の
を
除
け
ば
寧
ろ
之
を
見
る
こ
と
左
き
や
著
し
、
食
物
が
作
出

支
那
農
業
の
斤
影

第
四
十
六
巻

策

競



支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

告事

披

一

さ
れ
得
ぺ
き
所
勤
勉
た
る
支
那
農
民
は
そ
の
仕
事
に
営
る
、
牧
穫
面
積
を
増
す
た
め
低
地
は
堤
防
に
よ
り
防
が
れ
丘
陵
斜
面
に
は
段

k

を
付
せ
ら
れ
庭
に
よ
り
そ
の
地
に
水
稲
作
を
も
施
さ
る
、

と
(
い
沼
田
国
ミ
が
大
憶
に
翻
せ
し
は
右
の
風
潮
を
組
め
て
梗
概
的
に
代
表
せ
る
も
の
と
謂
ふ
ベ
し
‘
「
四
十
世
紀
の
農
民
」
と
は
農
義
化

一
見
不
毛
と
想
は
る
る
土
地
さ
へ
燃
料
用
の
草
産
出
の
用
に
充
て
ら
る

島一
a

の
浩
詣
深
き
前
の

J
2
R
0
5
5
犬
山
官
民
間
摩
教
授
自
己
目
が
本
邦
農
業
の
研
究
と
共
に
支
那
土
壌
の
、
水
年
に
亙
る
周
約
的
連
績
的
利

聞
を
明
快
に
抗
お
せ
る
一
著
の
表
題

(
本
誌
剖
門
戸
博
士
泣
餌
税
制
且
記
念
論
文
集
四
九
八
百
に
目
前
記

C
O早
々
の
所
執
よ
り
-
九
一
一
六
年
版
行
と

せ
る
も
、
そ
の
以
前
回
E
F
F
E
一
一
九
一
六
年
内
著
「
支
那
」
中
諸
所
に
同
著
を
引
用
す
る
に
よ
り
て
考
ふ
る
に
最
初
の
公
刊
は
そ
の
以
前
に
存
せ
し
も

の
と
惣
は
品
、
九
7

之
を
附
記
し
て
後
日
内
精
査
を
期
す
)

L

」
什
一
る
川
な
る
が
、
問
者
は
魅
惑
に
宮
め
る
本
研
究
担
問
に
就
き
と
の
風
潮
を
促

す
に
多
大
の
貢
献
を
及
ぼ
せ
る
も
の
の
如
し
。
買
に
支
郊
の
領
土
は
成
大
た
る
の
み
友
ら
守
、
北
及
西
偏
に
は
山
岳
連
亙
せ
る
に
封

し
東
及
南
に
は
太
平
洋
を
挫
で
同
内
南
北
風
土
の
背
反
は
著
し
く
、
夏
及
多
気
候
事
情
に
特
殊
の
針
昭
一
を
窺
は
し
む
る
と
共
に
、

民
族
の
特
質
否
寧
ろ
幾
世
紀
を
霊
ぬ
る
間
に
馴
致
せ
る
期
日
性
は
之
と
相
待
ち
て
、

そ
の
農
業
事
情
に
多
大
の
復
雑
性
持
続
性
を
布
さ

し
む
と
す
べ
き
も
の
の
如
し
、
近
く
は
東
亜
文
教
振
興
協
世
田
舎
議
に
班
点
U

支
那
側
代
表
聞
の
一
致
せ
る
意
見
と
し
で
、
「
支
那
は
農
業

立
闘
の
固
で
あ
り
、
日
本
が
支
那
の
農
業
施
設
に
つ
い
て
よ
り
皐
間
的
注
意
と
枇
合
政
策
的
協
力
を
し
て
ほ
し
い
」
と
せ
る
由
体
へ

ら
る
る
に
依
り
で
も
そ
の
一
端
は
窺
は
る
、
支
那
農
業
及
農
民
に
闘
す
る
多
方
面
の
事
怖
を
汎
博
に
叉
順
序
立
て
て
絞
設
す
る
が
如

き
は
別
に
そ
の
詮
を
講
中
る
こ
と
と
し
、
二
三
特
色
刷
す
る
の
値
あ
り
B
E
考
ふ
る
黙
を
剃
扶
し
て
之
が
略
絞
小
評
論
を
試
む
る
は
本

論
の
意
闘
す
所
た
り
。

cf. Cressey， Ch.ina's Geographie Foundations， p. So. 
cf. L. Du-dley Stamp. --Asia: An EconomiG and Regional Geog:raphy， 29， 
Lond. p. 468. 
大底毎日新聞寸・一月二十七日記事参照
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支
那
農
業
を
孜
ふ
る
に
営
り
先
づ
深
く
顧
慮
す
べ
き
は
そ
の
地
位
並
に
之
に
件
ふ
諸
気
象
現
象
に
あ
り
、
支
那
地
闘
を
米
大
陸
に

湿
し
北
緯
相
常
の
並
行
緯
度
上
に
去
か
ん
か
、
そ
は
北
米
合
衆
図
の
み
た
ら
や
西
印
度
、
町
議
西
寄
湾
、
墨
西
寄
の
大
部
分
及
中
米
の

相
営
部
分
を
掩
ふ
ぺ
し
、
奮
支
那
本
部
は
殆
ん
ど
全
く
温
帯
閤
内
に
あ
り
、
唯
極
南
の
三
省
雲
南
康
問
及
庚
東
の
諸
部
分
の
み
熱
帯

内
に
あ
り
、
そ
の
地
位
は
大
儲
に
於
て
世
界
に
於
け
る
一
大
関
と
し
て
最
良
気
候
を
之
に
備
は
ら
し
む
、
最
北
部
に
於
て
陸
稲
を
主

と
す
る
以
外
王
要
食
料
た
る
水
間
が
醤
十
八
省
の
何
れ
に
あ
り
て
も
多
少
の
産
山
内
を
見
ざ
る
は
た
く
、
国
中
の
相
営
部
分
に
於
て
は

二
悶
以
上
牧
穫
の
ー
ザ
一
b
ら
し
む
.
支
那
が
殺
作
に
長
ま
れ
移
し
き
人
口
を
務
び
得
た
る
黙
に
於
て
は
大
韓
に
印
度
と
そ
の
越
を
同
じ

う
す
る
所
た
り
。

季
節
に
よ
る
気
候
の
密
化
は
著
し
く
、
又
そ
の
季
そ
の
季
に
吹
き
し
き
る
風
如
何
に
よ
り
て
大
に
影
響
せ
ら
る
、
秋
に
始
ま
り
て

多
に
そ
の
本
舗
を
委
却
す
べ
き
冬
季
配
置
と
、
春
に
起
り
て
夏
に
そ
の
威
力
を
奮
ふ
ぺ
き
夏
季
配
置
と
に
分
ち
考
ふ
る
を
使
宜
と
す
a

冬
季
に
於
け
る
支
那
の
天
気
模
様
は
大
陸
の
内
部
を
掩
へ
る
高
気
腰
泣
寒
の
大
気
塊
に
よ
り
支
配
せ
ら
る
、
支
那
全
般
に
亙
り
気
感

の
等
差
は
念
な
り
、
従
っ
て
混
き
寒
風
は
十
月
中
旬
と
翌
年
三
月
と
の
間
外
方
海
に
向
び
て
吹
〈
、
高
原
よ
り
の
吹
蔵
に
よ
り
・
幾
分

か
温
度
を
加
ふ
る
も
是
等
の
風
は
特
に
北
支
を
掩
ひ
甚
だ
浅
く
し
て
特
に
叉
強
き
に
よ
り
有
名
に
し
て
又
惑
ま
る
る
塵
煙
を
揚
ぐ
、

支
那
海
に
於
け
る
荒
模
様
は
そ
の
録
波
と
し
て
の
一
一
結
巣
た
り
、
此
冬
季
k

節
風
の
普
通
方
向
は
北
支
に
て
は
北
西
よ
り
し
申
文
K

て
は
北
よ
り
し
南
支
に
で
は
北
東
よ
り
す
る
に
あ
り
、
そ
の
方
向
は
比
較
的
に
恒
同
を
続
く
、
か
〈
て
大
陸
漫
境
上
生
の
空
気
が
秋
よ

り
b

舎
に
か
け
寒
冷
を
及
ば
す
こ
と
早
き
は
熱
帯
亜
熱
帯
の
海
が
南
支
に
及
ぼ
す
影
響
よ
り
甚
し
、
冬
季
寒
風
の
結
果
駄
主
月
に
於
け

る
同
温
線
の
方
向
に
よ
り
よ
く
窺
は
る
。
北
支
の
全
部
は
h
h
r

季
氷
結
以
下
た
り
。
一
月
の
同
温
線
は
北
半
球
に
於
け
る
極
南
限
(
北
緯

支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

第

競
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四

告存

続

四

三
二
度
)
に
至
る
迄
華
氏
=
三
度
な
り
.
(
之
を
北
韓
三
五
度
に
限
れ
る
錐
誕
院
案
内
は
一
一
一
一
一
と
報
ず
)
香
港
に
於
て
さ
へ
稀
た
り
と
は
言
へ
霜

及
零
を
見
ざ
る
に
非
字
、
氷
は
南
方
遥
か
に
ハ
ワ
ナ
及
カ
ル
コ
ツ
タ
と
略
ぼ
そ
の
緯
度
を
同
じ
う
す
る
庚
東
に
で
も
縞
ば
れ
、
小
降

雲
は
カ
イ
ロ
及
ニ
ユ

l
、
オ

l
レ
ア
ン
ス
と
略
ぼ
同
緯
度
た
り
唯
梢
々
高
き
海
抜
を
布
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
中
支
に
一
普
通
友
り
、
北
支

の
久
-r

は
寒
き
に
よ
り
プ
ゼ
ン
ス
、

ワ
シ
ト
ン
及
サ

γ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ム
」
略
向
糾
度
に
位
し
除
内
へ
の
入
込
も
深
し
と
せ
ざ
る
北
京

士、

一
月
及
二
月
の
温
度
有
三
都
市
の
何
れ
よ
り
も
低
し
、
会
簡
と
し
て
内
部
諸
盆
地
は
海
岸
に
比
し
て
溜
暖
友
り
緒
土
質
盆
地
に

於
り
る
成
都
の
一
月
中
小
均
温
度
来
氏
四
四
度
に
針
し
、
同
鮮
度
比
於
け
る
栴
岸
の
上
海
に
て
は
一
一
一
八
度
た
り
、
右
緒
土
質
余
地
に

て
は
絹
及
雲
は
稀
左
る
も
上
梅
に
て
は
普
通
た
り
、
北
支
に
て
は
最
大
河
と
慨
も
h
h
J

は
氷
結
し
護
さ
る
、
内
部
の
砂
漠
よ
り
欧
ゐ
ろ

す
支
那
の
寒
風
は
素
よ
り
昔
だ
乾
燥
し
。
定
気
一
一
般
に
清
朗
に
し
て
空
に
は
殆
ん
ど
雲
た
く
叉
雨
た
し
、
藻
烈
た
る
疾
風
を
件
ふ
ぺ

き
高
抽
出
の
日
間
…
を
見
る
は
屡
々
な
り
、
日
射
の
下
車
一
・
氏
七

O
乃
至
八

O
度
目
蔭
に
て
一

O
乃
至
二

O
度
た
り
。
風
は
十
二
月
-
月
一
一

月
に
最
も
強
く
北
京
が
貨
臨
一
の
山
氏
桐
に
困
し
む
は
是
等
の
諸
月
中
に
あ
り
、
四
月
迄
に
高
気
回
殴
配
置
は
中
支
を
俺
ひ
て
崩
れ
翠
し
金

支
に
於
け
る
風
は
軟
ら
ぎ
て
多
鑓
た
り
、

さ
れ
ど
時
あ
り
て
四
月
乃
至
五
月
の
温
暖
諸
月
を
通
じ
乾
け
る
陸
風
は
北
支
を
掩
ひ
て
貫

直
に
績
け
ら
れ
、
作
物
に
大
害
を
及
ぼ
ぶ
す
こ
と
あ
り
、
北
支
に
於
て
冬
の
諸
月
中
雨
ι
な
き
こ
と
は
降
雨
の
九
一
%
が
五
乃
至
丸
の
諸

月
に
降
下
す
べ
青
北
京
に
よ
り
例
詮
せ
ら
る
、
こ
の
定
期
間
蹄
性
は
南
支
の
西
江
流
域
に
で
も
向
性
質
た
り
、
さ
れ

E
中
支
に
て
は
特

に
海
岸
に
近
き
所
冬
季
中
に
に
も
著
し
き
雨
量
あ
り
、
是
等
b
h
J

の
雨
は
猪
士
質
盆
地
に
起
り
揚
子
江
流
域
を
下
向
的
に
流
す
旋
風
的

気
動
に
よ
る
と
一
部
の
人
に
よ
り
信
ぜ
ら
る
、
郎
ち
是
等
低
気
歴
の
一
つ
が
到
来
す
る
こ
と
を
前
鰯
れ
す
る
風
は
東
風
及
南
東
風
た

り
、
別
言
す
け
ば
海
よ
り
し
従
ひ
て
悶
を
帯
ぶ
、
低
気
摩
の
跡
に
於
け
る
風
は
強
く
し
て
そ
は
力
を
加
へ
た
る
北
西
風
た
り
。
中
豆
に



於
け
る
高
気
慶
配
置
四
月
に
崩
れ
で
以
後
は
内
陵
地
方
に
低
気
座
形
成
せ
ら
れ
、
夏
季
季
節
風
は
始
ま
り
六
乃
至
八
月
に
は
閥
均
力

強
〈
吹
き
。
そ
は
九
月
未
迄
績
〈
、
支
那
全
部
を
掩
ひ
威
盤
的
な
る
風
は
南
風
及
南
東
風
に
し

τ温
暖
又
品
開
潤
友
り
、
支
那
本
部
の

北
及
北
西
に
於
け
る
淵
端
せ
る
大
陸
土
が
熱
す
る
の
早
き
ゃ
.
諸
海
洋
が
南
支
及
東
支
に
及
庁
す
よ
り
勝
り
、
立
昇
れ
る
温
暖
の
穴
了
気

は
低
気
感
の
た
面
積
を
生
む
、
そ
の
一
結
山
市
と
し
て
漁
気
を
帯
ぺ
る
風
は
大
洋
よ
り
北
方
に
向
け
て
吹
き
悶
を
粛
す
べ
き
も
、
北
進

ず
る
に
従
ひ
水
蒸
気
を
含
む
こ
と
愈
々
砂
〈
し
で
雨
量
も
逓
減
す
、
疋
に
印
度
と
反
針
に
支
郊
の
夏
本
手
節
風
が
冬
の
風
程
強
く
し

て
和
問
的
危
る
は
隔
た
り
、
印
皮
に
て
は
突
起
せ
る
尚
岳
の
昨
脚
し
あ
り
、

か
〈
て
然
F

町
一
十
と
せ
ば
亜
細
川
皿
の
心
部
よ
り
吹
流
す
ベ
ー
さ

川
叫
き
定
一
風
は
之
に
よ
り
滋
ぎ
ら
る
・

支
郎
の
瓦
乃
五
九
月
は
附
不
在
り
、

公

r
Nま
L
n
u
I
紅
己
オ
虫
色
長
く
『
一
荷
車
七
コ
寸
d

u
l
l
-
J
I
l
t
4
4
1一

{

l
、

ロ
コ
ー
プ
ヨ
コ
司

d

H
(
H
U
F
 

凶
量
線
は
揚
子
江
川
流
域
の
北
境
を
沿
ひ
て
町
民
ら
る

(
上
海
一
ニ
O
吋
)
北
支
那
は
之
に
北
し
一
一
居
闘
に
乏
し
〈
北
京
に
て
約
二
五
吋
友
り

(
天
清
一
六
吋
)
合
湿
の
暖
季
節
風
に
よ
る
湖
和
化
影
響
は
七
月
の
同
温
線
筋
に
よ
〈
窺
は
る
、

七
月
比
於
け
る
北
京
(
華
氏
七
九
度
)
上

海
【
八
O
度
)
及
香
港
(
八
二
度
)
調
度
聞
の
惑
は
微
小
な
り
(
夏
の
総
平
均
温
度
七
八
・
八
度
)
北
及
南
支
に
あ
り
で
は
降
雨
は
七
月
最
多
に
建

し
季
節
風
の
弱
化
に
従
ひ
て
減
や
(
季
節
風
の
典
型
的
支
配
)
そ
の
間
敷
地
方
に
於
け
る
洪
水
は
頻
繁
左
り
、

さ
れ
ど
中
支
に
あ
り
で
は

イ
て
の
事
情
は
又
揚
子
江
流
域
を
流
れ
曳
〈
潔
低
気
回
出
に
・
よ
り
棄
さ
れ
、
夏
季
に
二
高
温
る
り
六
月
及
八
月
に
於
て
然
り
、
八
月
の
最

高
温
は
そ
の
月
中
中
支
泊
岸
に
於
て
特
に
危
険
左
る
騎
風
に
闘
係
あ
り
と
す
、
北
支
に
於
け
る
よ
り
早
く
四
月
及
五
月
に
来
る
べ
き

雨
季
に
は
川
は
何
底
に
で
も
溢
れ
、
河
溢
都
市
の
多
く
は
部
分
的
に
間
々
数
日
に
瓦
り
浸
水
せ
ら
る
、
乾
け
る
天
気
は
二
月
一
二
月
九

月
十
月
に
到
来
し
一
年
中
最
も
心
地
よ
く
又
健
康
に
溜
せ
る
時
た
り
、
北
岡
蹄
線
に
よ
り
そ
の
中
部
を
劃
せ
ら
る
る
南
支
は
温
度
高

き
も
、

そ
の
緯
度
よ
り
推
す
ぺ
き
程
に
は
然
り
と
せ
ず
、
雨
季
は
夏
に
あ
り
海
洋
よ
り
寄
せ
来
る
油
断
気
を
雨
露
化
せ
し
む
べ
き
連
山

支
那
農
業
円
月
影

第
四
十
六
巻

五
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競

ヨ五
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ノ、

~ノ、

を
背
後
に
拷
ゆ
る
沿
岸
の
豪
悶
は
特
に
烈
し
、
香
港
に
て
は
一
年
に
八

O
吋
以
上
に
達
し
南
支
沿
岸
を
泊
ひ
卒
均
ぬ
ん
ど
六

O
吋
友

り
、
多
の
諸
月
は
一
般
に
乾
燥
す
右
二
季
に
よ
り
温
度
に
大
乗
あ
り
、
夏
は
h
h
J

に
於
け
る
よ
り
十
倍
の
雨
あ
る
こ
と
も
珍
し
か
ら
宇

か
〈
て
頻
繁
に
支
那
を
犯
せ
る
洪
水
の
一
部
は
夏
季
気
候
の
季
節
的
性
質
に
院
し
得
ぺ
し
、
雨
が
数
ヶ
月
の
聞
に
集
め
ら
る
る
と
と

は
頻
繁
に
車
軸
を
流
す
が
如
き
大
雨
並
に
そ
の
結
川
市
と
し
て
河
川
及
排
水
設
備
の
水
嵩
過
大
激
増
を
意
味
す
。

支
那
の
沼
山
芹
は
地
震
又
は
火
山
爆
設
に
よ
り
て
起
る
ぺ
き
所
謂
海
噺
の
容
を
蒙
る
こ
と
な
き
も
、
東
南
山
序
は
劇
し
き
嵐
又
は
鵬
風

に
E
り
て
出
掛
占
襲
は
れ
、
海
州
に
上
る
も
の
と
大
差
-K
き
現
象
は
岸
壁
が
之
に
よ
り
破
壊
さ
れ
海
に
泊
へ
る
土
地
K
海
水
崎
る
る
所

に
起
る
、
殿
風
の
平
均
数
は
一
年
に
何
二
ハ
た
り
、
是
等
の
旋
風
的
嵐
は
と

5
5
島
・
近
く
の
太
平
洋
に
集
ま
り
.
北
西
の
方
向
を
と

り
て
進
み
北
は
上
海
迄
遣
す
る
こ
と
稀
な
り
、
嵐
の
中
心
は
一
時
間
八
乃
五
五

O
哩
の
塗
さ
に
て
進
み
、
中
心
の
周
り
を
ド
ロ
ポ
ウ

廻
り
に
吹
き
行
く
風
は
そ
の
建
度
一
時
間
五

O
乃
至

一
O
哩
に
遣
す
。
尉
風
の
損
害
は
海
に
沿
へ
る
狭
小
の
地
積
に
限
ら
る
、
苦

痛
は
主
と
し
て
財
産
の
破
棄
よ
り
惹
起
さ
れ
、
人
命
の
喪
失
は
倒
壊
せ
る
家
屋
に
よ
り
悲
起
さ
る
、
多
数
の
家
畜
は
殺
さ
る
る
も
作

物
は
岸
壁
破
壊
さ
れ
海
水
農
場
を
浸
す
所
以
外
に
は
害
さ
れ
や
、
此
穫
の
災
害
に
よ
り
受
く
る
食
料
損
失
は
飢
僅
を
惹
起
す
る
に
至

ら
、
子
、
唯
嘗
て
烈
し
き
鵬
風
沿
岸
を
吹
き
ま
く
れ
る
際
僅
か
に
三
日
聞
に
過
ぎ
ざ
り
し
も
車
軸
を
流
す
が
如
き
降
雨
之
に
仲
ひ
、
江

南
東
部
庚
き
一
一
一

O
O平
方
哩
に
及
び
六
干
の
都
市
町
村
を
含
め
る
平
原
を
し
て
端
よ
り
端
迄
水
深
四
只
の
下
に
沿
き
し
こ
と
あ

り
。
と
は
騎
風
陸
に
上
る
に
常
り
て
惹
起
さ
れ
し
龍
巻
を
件
へ
る
に
よ
り
起
り
し
所
た
り
き
c

以
上
説
き
来
れ
る
後
を
承
け
綿
括
的
に
大
観
す
る
に
、
地
勢
的
支
那
三
連
衡
別
は
気
候
事
情
に
よ
り
で
も
確
立
さ
れ
得
ペ
し
、
京

よ
り
東
西
の
相
違
と
相
侠
ち
て
南
北
聞
に
幾
多
気
候
偏
侍
挿
ま
る
べ
き
を
以
て
確
乎
た
る
自
然
的
境
界
を
劃
し
粂
む
べ
き
も
漠
然
黄

cf. Stamp， op. Cit. pp. 475-460， Latourett色
。届cialGuide-book. China. p. ix. 
cf. Mallory， China; Land of Fam.ine， p. 63; M:oule， The Chinese People， p. 
680ff. Guide-book， opcit. 
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河
揚
子
江
西
江
三
大
河
の
流
域
と
し
て
分
ち
、
或
は
北
出
演
及
南
山
領
に
よ
り
之
を
分
つ
ペ
し
、
銭
道
院
支
郊
案
内
は
か
く
て
蒙
古
及
満

洲
境
よ
り
北
緯
三
五
度
を
北
、
同
三
五
乃
至
二
四
度
を
中
、
二
四
乃
至
二

O
度
を
南
と
し
て
分
ち
し
が
、
笠
宮
与
は
梢
々
之
と
そ
の

趣
を
異
に
し
京
の
隠
別
を
立
て
た
り
。

北
支
。
甚
だ
寒
く
雨
な
き
冬
ご
月
は
華
民
三
二
度
以
下
)
荒
墜
を
賛
ら
す
べ
き
強
陸
風
を
伶
ふ
、
暑
く
し
て
漁
気
あ
る
夏
は
殆
ん
左
南

支
と
同
湿
な
り
、
降
雨
は
三
吋
以
下
に
し
て
中
南
支
に
於
け
る
よ
り
砂
し
。

中
支
o

b

会
濁
き
も
平
均
海
洋
放
み
慌
『
民
改
次
則
以
と
な
り
、
主
婆
一
川
季
は
又
夏
に
あ
り
、
地
方
的
旋
風
的
気
筒
は
か
径
の
著
し
き
降
雨

を
惹
鵡
し
得
べ
し
、

内
附
は
各
地
十
中
止

mu作
に
比
し
て
溜
岐
な
り
。

南
支
。
熱
帯
季
節
風
的
気
候
を
有
し
ガ
ン
ヂ
ス
ハ
沼
地
の
気
候
と
多
く
の
仕
↑
々
に
比
較
さ
れ
得
ペ
き
も
、
之
忙
比
し
寧
ろ
寒
き
多
を
有

ず 7)支
那
気
候
の
地
方
的
相
違
に
就
き
で
は
上
来
相
蛍
に
考
慮
し
た
る
も
、
別
に
倫
支
那
の
僻
蓮
な
る
西
南
、
西
部
及
西
北
に
於
け
る

数
地
方
に
闘
し
一
観
測
を
重
ね
る
は
、
支
那
の
諸
事
情
に
閲
す
る
知
識
を
博
う
す
る
の
目
的
上
有
用
な
り
、
就
中
雲
南
省
は
中
央
の

高
原
海
抜
五
千
乃
至
七
千
吹
な
る
地
に
於
て
四
時
一
様
た
る
気
候
を
有
す
、
夏
の
湿
度
は
日
蔭
に
て
華
民
八
六
度
を
超
ゆ
る
こ
と
稀

-
な
り
、
多
は
温
和
友
り
、
東
方
に
向
ひ
浦
及
零
も
一
唐
巌
し
く
又
一
居
永
か
ベ
き
貴
州
の
境
迄
は
然
り
と
す
、
支
那
本
部
の
最
大
省

た
り
数
十
年
前
迄
一
一
一
八
、
五
三
三
平
方
哩
の
商
債
六
八
。
七
二
四
、
八

0
0
の
人
口
(
一
九
O
O
年
の
義
和
国
匪
事
件
後
列
困
へ
の
償
金

に
闘
し
諸
省
別
割
宛
の
標
準
を
定
め
ん
と
し
で
調
査
せ
る
所
に
擦
れ
る
が
如
し
、
そ
れ
白
煙
と
し
で
も
見
積
過
多
に
失
す
る
に
似
た
り
)
を
有
せ
る
四

川
(
建
設
調
境
揚
子
江
の
支
流
た
る
眠
溢
惟
巴
四
大
川
あ
り
四
川
の
名
こ
こ
に
防
ま
る
)
の
大
部
分
に
於
け
る
気
候
は
健
康
に
通
し
温
度
の
烈
し

支
那
農
業
D
片
影

第
四
十
六
巻

七

七

傍

観

cf. Stamp， op. cit. p. 460; 0氏 Guide-book，op. dt. 7) 
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披

丹、

き
耐
極
端
を
見
る
と
と
友
し
、
夏
季
水
銀
は
百
度
を
超
ふ
る
こ
と
殆
ん
ど
友
し
、
大
平
原
及
谷
に
で
も
三
五
度
以
下
に
降
る
は
稀
な

り
、
隣
闘
は
支
那
民
族
館
監
の
地
な
り
、
そ
の
首
府
間
安
は
多
〈
の
世
紀
を
通
し
支
那
の
汁
府
た
り
き
、
(
隙
聞
は
「
闘
の
同
」
計
言
す
れ

ば
謹
開
即
ち
帥
問
問
、
山
回
、
河
南
が
接
合
す
る
闘
門
の
阿
を
意
味
す
)
山
間
(
東
方
向
北
と
同
省
と
を
分
つ
べ
き
諸
丘
陵
円
四
を
意
味
す
)
は
長
城
の
二

肢
に
よ
り
横
ぎ
ら
れ
、
四
及
南
は
黄
河
に
よ
り
て
境
せ
ら
る
、
そ
は
紀
元
前
二
千
三
一
白
年
の
北
支
那
古
哨
T
1
中
の
年
わ
史
的
に
し
て

後
世
の
支
那
文
教
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
最
も
大
な
り
し
尭
の
家
郷
た
り
、
叉
峻
近
の
千
陽
に
近
く
そ
の
統
治
の
中
心
を
立
て
た
り
、

ー
丘
中
町
三
l
k
E
〉

〈

u
r
l
r
b川
亡
じ
ノ
「

r
H
こ
同

mzι
，J
2
礼

1
t
f
z
-

、

l

瓦
等
こ

f
l
m
v
t
I
F
-
-
目

l
j
l
主
7
l
f
げ

7
F
3
f
a
喜
一
一
ヰ
す

廿
踊
に
て
は
寒
気
厳
し
〈
皮
市
及
毛
皮
は
山
氏
に
よ
り
て
も

抗
日
v

辿
仁
着
用
せ
ら
る
、

甘

A
U
コ
ピ
の
砂
漠
を
横
山
吉
り
て
西
北
は
準
鴎
闘
町
立
口
出
F
F
E
P

の
境
迄
延
び
、

内
は
凶
臓
の
坑
花
一
双
山
L
4
h
お

後
に
事
げ
し
三
省
は
最
も
乾
燥
し
早
越
の
た
め
の
飢
鱒
割
合
に
普
通
友
る
も
、
通
常
夏
季
の
降
雨
は
一

C
乃
至
=
一

C
吋
の
闘
を
上
下

し
そ
は
牧
穫
を
皐
げ
し
む
る
に
足
れ
り
而
も
亦
是
等
諸
省
は
夫
等
の
地
方
に
於
け
る
降
耐
の
不
定
に
よ
り
大
に
困
し
み
、
訣
水
及
目
干

魅
は
揚
子
江
(
そ
の
一
大
支
流
た
る
金
抄
江
の
水
源
は
遺
〈
北
岡
支
に
あ
り
、
防
源
が
同
河
を
叙
説
す
る
所
に
よ
る
に
長
江
之
I
跡
、
或
郡
小
企
沙
江
、

北
金
沙
江
、
-
以
産
金
沙
、
故
名
、
相
州
出
青
海
品
問
酎
巴
額
略
刷
山
陽
、
番
名
木
科
烏
蘇
判
、
曲
折
東
南
流
二
千
数
百
皿
、
粧
四
川
凶
徽
之
巴
助
、
南
流
入

雲
南
西
北
溢
紐
麗
江
牒
北
、
日
届
江
、
俗
世
金
沙
江
、
東
福
北
至
四
川
、
成
一
大
曲
、
興
策
判
大
向
準
々
柑
向
、
自
官
波
迩
阿
東
北
、
有
馬
湖
江
之
名

又
東
北
鰹
鮮
山
、
至
官
符
牒
城
東
、
合
眠
江
東
流
、
須
大
江
、
部
今
週
棉
之
長
江
是
也
と
あ
り
)
及
黄
河
の
流
る
る
大
地
域
を
荒
陵
せ
し
む
、
そ
は

主
と
し
て
是
等
二
大
河
が
そ
の
山
源
の
大
山
脈
に
於
け
る
零
の
漆
解
異
常
友
る
よ
り
起
る
所
た
り
、
幅
州
領
事
た
り
し
英
人
】
山
・

4
・

。
・
巧
0
3
2
が
そ
の
主
幹
編
纂
に
係
る
支
那
人
叙
事
批
合
事
中
支
那
の
災
異
に
就
き
表
示
せ
る
所
に
よ
る
に
過
去
四
千
年
中
大
飢
僅

八
四
は
温
度
の
出
水
七
一
は
日
干
越
に
よ
れ
り
‘
溢
る
る
河
水
を
そ
の
河
応
に
摂
止
次
い
で
之
を
最
も
そ
の
必
要
を
告
ぐ
る
所
に
瀧
水

す
る
は
、
古
代
の
汁
功
に
よ
り
て
も
又
今
日
迄
の
所
政
近
の
技
術
に
よ
り
て
も
達
し
得
ざ
り
し
所
在
り
、
零
時
に
於
け
る
H
L
等
異
愛



は
経
分
か
印
度
に
於
け
る
瓦
季
季
節
風
降
雨
の
具
愛
ナ
イ
ル
に
於
け
る
時
気
動
揺
に
相
首
ず

e
p

降
雨
は
札
戸
一
品
川
慨
に
於
け
る
南
北
の
著
し
き
相
違
は
延
ひ
て
そ
の
風
光
及
作
物
上
北
支
を
し
て
均
一
寸
江
流
域
及
南
支
沿
岸
と
を
全
く
別

物
た
ら
し
む
、
吾
人
は
本
誌
上
晶
君
に
支
那
南
北
緋
宮
掲
げ
し
か
柳
か
重
複
に
亙
る
黙
な
し
と
せ
ざ
る
も
、
今
専
ら
気
候
の
影
響
に
斎

目
し
更
に
叙
況
を
加
へ
ん
と
欲
す
。

南
に
て
は
諸
平
原
諸
丘
陵
稔
色
た
り
、
繁
茂
朗
は
六
ヶ
月
乃
至
全
年
に
亙
り
一
年
中
二
作
物
三
作
物
は
牧
筏
せ
ら
れ
主
穀
は
柑
た

h

二
一
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は
得
ら
れ
や
、
小
委
莱
高
梁
黍
は
主
穀
物
た
り
一
旦
は
博
く
産
出
せ
ら
る
、

北
支
は
又
漸
次
北
の
方
砂
漠
欣
態
是
露
せ
ら
る
る
地
域

.
に
獲
り
行
き
、
半
湖
喝
否
砂
漠
欣
況
は
庭
に
よ
リ
南
の
方
建
く
十
八
省
日
曜
北
の
一
列
迄
及
ぼ
さ
る
、
又
北
に
て
は
夏
の
暑
熱
及
附
は

草
木
繁
茂
の
刺
戟
と
な
る
も
乾
燥
せ
る
多
は
強
き
植
物
以
外
一
切
の
草
木
を
枯
れ
し
む
、
従
ひ
て
樹
木
は
容
易
に
伸
長
せ
や
特
色
た

る
樹
林
は
潤
落
葉
樹
よ
り
な
る
、
気
候
と
土
壌
の
怯
質
と
に
訴
へ
北
支
の
多
く
が
何
れ
の
日
か
慢
て
樹
木
昌
へ
し
こ
と
あ
り
し
ゃ
疑

は
し
、
之
に
反
し
南
支
は
繁
茂
矧
永
く
悶
多
き
が
た
め
植
樹
の
た
め
に
好
都
合
た
り
、
植
物
は
遥
か
に
管
蒼
た
り
森
林
は
速
か
に
成

長
す
。一

両
北
支
と
他
面
揚
，
ナ
江
流
域
及
南
支
と
の
気
候
相
遣
は
、
右
二
大
地
域
聞
に
於
け
る
他
の
諮
背
反
を
部
分
的
に
説
明
す
北
に
降

雨
不
定
に
し
て
騒
々
之
を
見
ざ
る
と
と
あ
る
は
移
し
き
飢
鰻
を
意
味
し
、
来
、
き
冬
は
健
康
に
害
あ
り
、
寒
さ
と
砂
塵
の
嵐
と
は
民
衆

を
屋
内
不
衛
生
の
安
気
内
に
引
寵
ら
し
め
勝
ち
な
り
、
住
居
の
暖
房
不
足
を
績
け
重
衣
は
習
慣
的
と
友
り
、
冬
の
洗
濯
及
汰
浴
は
困

支
那
農
業
の
月
影

第
四
十
六
巻

第

競

六」

九

cf. M01.lIe， op. cit. pp. 6ι-68; Bashford， Ch i. na~ pp. 21， 22・
cf. Latourette， Op' cit. pp. 11， 1:~. 

8) 
9) 



支
那
農
業
の
片
影

第
四
十
六
巻

O 

第

競

O 

難
な
り
、
か
か
る
事
情
の
下
疾
病
は
猫
糠
た
り
、
植
物
繁
茂
期
短
か
き
た
め
一
年
中
一
短
期
間
内
に
は
劇
し
〈
働
か
さ
る
る
も
残
徐

の
長
月
日
は
己
む
を
得
A
T
備
惰
に
き
る
、
自
宅
工
業
は
陰
管
季
農
閑
を
部
分
的
に
活
用
せ
し
む
る
に
過
空
中
、
田
舎
人
の
大
部
分
に

と
り
職
業
な
き
こ
と
は
牧
穫
と
春
の
矯
穏
と
の
間
に
於
け
る
長
間
隙
中
道
徳
弛
股
を
助
長
せ
し
む
、
北
支
の
頻
繁
な
る
飢
僅
は
又
人

口
の
質
を
劣
弱
な
ら
し
む
る
の
傾
向
あ
り
、
揚
子
江
流
域
及
南
支
に
あ
り
で
は
之
に
反
し
冬
の
気
消
温
和
な
り
砂
鹿
一
の
嵐
は
起
ら
や
、

屋
外
の
行
動
と
頻
繁
な
る
入
れ
と
は
可
能
な
り
、
繁
茂
期
水
き
こ
と
は
農
民
の
怠
惰
を
同
か
ら
し
め
又
は
之
を
避
け
し
む
、
飢
銭
組

る
は
品
川
な
り
、
従
ひ
て
近
時
の
諸
世
紀
中
揚
子
江
流
域
及
南
の
支
那
人
が
白
渡
的
売
り
叉
指
導
的
た
る
割
に
於
て
並
ら
し
て
高
き
事

一
覧
請
は
れ
か
り
し
は
多
分
部
分
的
に
は
vr
」
の
一
帯
山
佐
闘
士
二
大
城
の
気
候
的
背
反
に
協
せ
し
め
得
ぺ
し
。
初
子
江
流
域
及
市
中
止
と
雌

も
そ
の
気
候
全
年
を
通
じ
好
適
た
り
と
は
せ
や
、
生
気
滋
刺
を
鈍
ら
す
ぺ
き
合
漁
の
炎
暑
は
部
分
的
に
冬
季
に
よ
る
利
益
を
差
引
き

て
時
四
り
な
か
ら
し
む
。
支
那
を
通
じ
降
雨
が
春
及
夏
に
集
積
す
る
は
土
地
の
生
産
力
を
低
下
せ
し
む
、
雨
量
全
年
を
通
じ
一
一
麿
均
等

に
分
配
さ
れ
ん
か
牧
穫
一
屠
佳
良
た
る
を
得
ん
、
北
支
に
於
け
る
一
喧
笛
り
産
額
を
北
米
合
衆
図
及
欧
洲
の
大
部
分
に
於
け
る
よ
り

低
か
ら
し
む
る
一
因
は
虞
ら
く
は
此
離
に
致
見
さ
れ
得
ベ
し
。

叉
牝
牛
羊
及
馬
の
如
く
主
と
し
て
牧
草
及
枯
草
を
食
餌
と
す
る
家
畜
の
貧
弱
は
部
分
的
に
は
又
気
候
に
腕
し
得
べ
し
、
羽
肺
気
あ
る

夏
の
生
び
茂
れ
る
青
草
は
食
用
及
消
化
に
困
難
を
訴
へ
し
む
べ
き
粗
硬
の
草
を
生
や
、
支
那
人
が
家
及
鶏
の
如
き
芥
波
ひ
た
る
動
物

食
に
よ
る
は
そ
の
背
後
に
気
候
的
一
因
子
を
有
す
と
す
る
を
得
ん
、
夏
暑
く
て
し
て
多
議
友
る
揚
子
江
流
域
及
南
支
は
北
支
に
於
け

る
よ
り
も
此
牧
草
存
せ
ざ
る
の
結
旧
市
を
示
す
と
と
一
一
暦
多
し
。

以
上
吾
人
は
気
候
事
情
に
よ
り
支
那
の
農
業
及
且
民
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
梗
概
的
に
設
き
来
れ
り
、
若
し
夫
れ
農
業
を
主
眼
斡

と
注
し
気
候
事
情
が
地
理
及
歴
史
上
の
諸
事
情
と
相
侠
ち
て
之
に
そ
の
影
響
を
及
げ
し
、
如
何
友
る
敬
穎
著
事
相
に
於
て
欧
米
農
業

と
そ
の
面
白
を
具
に
す
る
か
は
、
以
下
瞥
見
せ
ん
と
す
る
所
た
り
。
(
未
完
}

cf. Latourette， op， cit. pp. 12， 1':;. 10) 


